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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
六
十
四
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
道
路
の
指

定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

取
消
し
に
係
る

道
路
の
種
類

取
消
年
月
日

取
消
し
に
係
る

道
路
の
位
置

取
消
し
に
係
る

道
路
の
延
長
及

び
幅
員
（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
四
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
二
年
九

月
二
十
三
日

㈠

次
に
掲
げ

る
地
番
の
全

部昭
島
市
宮
沢

延
長

五
五
四
・
〇
〇

幅
員一

六
・
〇
〇

町
一
丁
目
二
百

四
十
番
十
三
、

三
百
十
一
番
九
、

三
百
十
二
番
三
、

同
番
四
、
三
百

十
四
番
六
、
同

番
七
、
三
百
十

五
番
十
二
、
同

番
十
八
、
同
番

十
九
、
同
番
二

十
九
、
同
番
三

十
、
同
番
三
十

二
、
同
番
三
十

三
、
三
百
二
十

番
二
十
一
、
同

番
二
十
五
か
ら

同
番
三
十
一
ま

で
、
三
百
二
十

二
番
二
、
三
百

二
十
三
番
三
、

三
百
二
十
九
番

三
、
三
百
三
十

番
三
、
三
百
三

十
一
番
六
、
三

百
三
十
六
番
六

か
ら
同
番
八
ま

で
、
三
百
三
十

七
番
十
七
、
同

番
十
九
、
同
番

二
十
、
同
番
二

十
二
、
同
番
二

十
四
、
同
番
二

十
六
か
ら
同
番

二
十
八
ま
で
、

三
百
四
十
一
番

十
三
、
三
百
四

十
三
番
三
、
同

番
六
、
三
百
四

十
五
番
五
、
同

番
七
、
同
番
九

か
ら
同
番
十
一

ま
で
、
三
百
四

十
六
番
二
、
上

川
原
町
一
丁
目

三
十
八
番
九
、

同
番
十
、
三
十

九
番
四
か
ら
同

番
七
ま
で
、
四

十
一
番
二
、
同

番
三
、
四
十
三

番
二
、
五
十
一

番
三
、
五
十
三

番
三
、
五
十
五
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番
二
、
五
十
六

番
二
、
五
十
七

番
二
、
五
十
九

番
二
、
六
十
番

二
、
六
十
一
番

七
、
同
番
八
、

六
十
二
番
六
、

同
番
七
、
二
百

三
十
九
番
十
及

び
同
番
十
四
か

ら
同
番
十
九
ま

で㈡

次
に
掲
げ

る
地
番
の
一

部昭
島
市
宮
沢

町
一
丁
目
三
百

十
四
番
七
地
先
、

三
百
二
十
三
番

二
、
三
百
二
十

九
番
二
、
三
百

三
十
番
二
、
三

百
四
十
三
番
三

地
先
、
三
百
四

十
五
番
三
、
同

番
七
地
先
、
三

百
四
十
七
番
二
、

上
川
原
町
一
丁

目
三
十
八
番
九

地
先
、
五
十
一

番
三
地
先
、
五

十
七
番
二
地
先

及
び
六
十
一
番

八
地
先

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
六
十
五
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

別
図
の
と
お
り
（
中
央
区
八
重
洲

一
丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
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◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
六
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

府
中
町
田

二

変
更
の
区
間

多
摩
市
諏
訪
六
丁
目
三
番
二
地
内
か
ら
同
市
永

山
七
丁
目
十
二
番
一
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り
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告

示
（
公
）

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３０２号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

）
第
２３条

第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
検
定
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る

規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
２
年
１０月

９
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

記

１
検
定
の
実
施
期
日
及
び
時
間

⑴
学
科
試
験

令
和
３
年
１
月
３０日

（
土
曜
日
）

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
前
１１時

ま
で

⑵
実
技
試
験

令
和
３
年
２
月
２７日

（
土
曜
日
）

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

２
検
定
の
実
施
場
所

品
川
区
東
大
井
一
丁
目
１２番

５
号

警
視
庁
鮫
洲
運
転
免
許
試

験
場

３
検
定
の
実
施
種
別

規
則
第
１
条
第
３
号
の
警
備
業
務
（
雑
踏
警
備
業
務
に
係
る
も

の
を
い
う
。
）
に
係
る
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

４
検
定
予
定
人
員

４５名

５
検
定
申
出
の
要
領

検
定
申
請
に
先
立
っ
て
、
検
定
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
検
定
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
検
定
申
出
の
受
付
期
間

令
和
２
年
１２月

１４日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
１５日

（
火
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

０３（
３５８１）

８２０１

６
申
請
手
続

⑴
受
付
期
間

令
和
２
年
１２月

２３日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
２５日

（
金
曜

日
）
ま
で
の
３
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

規
則
第
９
条
に
規
定
す
る
検
定
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
警
察
署
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ア
東
京
都
内
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

イ
警
備
員
と
し
て
属
す
る
東
京
都
内
の
営
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
警
察
署

⑶
申
請
書
類

ア
検
定
申
請
書

１
通

イ
写
真
（
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
３.０セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
の
長
さ
２.４セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）

２
葉

ウ
前
⑵
の
受
付
場
所
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書

面
各
１
通

ア
前
⑵
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
所
地
を
疎
明
す
る
住

民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
地
が

明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
⑵
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
警
備
員
と
し
て
属
す
る

営
業
所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
⑵
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い
ず
れ

か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

⑷
検
定
手
数
料

１３,０００円

７
問
合
せ
先

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３０３号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２３条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
検
定
を
実
施
す
る
の
で
、

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
２０号

。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
７
条
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
２
年
１０月

９
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

記

１
検
定
の
実
施
期
日
及
び
時
間

⑴
学
科
試
験

令
和
３
年
１
月
３０日

（
土
曜
日
）

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
前
１１時

ま
で

⑵
実
技
試
験

令
和
３
年
２
月
２７日

（
土
曜
日
）
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午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
３０分

ま
で

２
検
定
の
実
施
場
所

品
川
区
東
大
井
一
丁
目
１２番

５
号

警
視
庁
鮫
洲
運
転
免
許
試

験
場

３
検
定
の
実
施
種
別

規
則
第
１
条
第
４
号
の
警
備
業
務
（
以
下
「
交
通
誘
導
警
備
業

務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定

（
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）

４
検
定
予
定
人
員

３０名

５
受
検
対
象
者

⑴
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
交
通
誘
導
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
法
第
２３条

第
４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明

書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該

合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
交
通
誘
導
警
備
業
務
に
従

事
し
た
期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る
も
の

⑵
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者

６
検
定
申
出
の
要
領

検
定
申
請
に
先
立
っ
て
、
検
定
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
検
定
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
検
定
申
出
の
受
付
期
間

令
和
２
年
１２月

１６日
（
水
曜
日
）
及
び
同
月
１７日

（
木
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

０３（
３５８１）

８２０１

７
申
請
手
続

⑴
受
付
期
間

令
和
２
年
１２月

２３日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
２５日

（
金
曜

日
）
ま
で
の
３
日
間

午
前
８
時
３０分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

規
則
第
９
条
に
規
定
す
る
検
定
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
警
察
署
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ア
東
京
都
内
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

イ
警
備
員
と
し
て
属
す
る
東
京
都
内
の
営
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
警
察
署

⑶
申
請
書
類

ア
検
定
申
請
書

１
通

イ
写
真
（
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
３.０セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
の
長
さ
２.４セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）

２
葉

ウ
前
⑵
の
受
付
場
所
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書

面
各
１
通

ア
前
⑵
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
所
地
を
疎
明
す
る
住

民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
所
地
が

明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
⑵
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
警
備
員
と
し
て
属
す
る

営
業
所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
⑵
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い
ず
れ

か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

エ
前
記
５
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面

各
１

通ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
交
通
誘
導
警
備
業
務
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
警
備
業
務

従
事
証
明
書
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い

う
。
）

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
受
検
資
格

認
定
書
の
写
し

⑷
検
定
手
数
料

１４,０００円

８
問
合
せ
先

警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３０４号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２２条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
２
年
１０月

９
日
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東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
３
年
３
月
１６日

（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
２４日

（
水
曜
日
）

ま
で
の
７
日
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
事
務
所
、
住

宅
、
興
行
場
、
駐
車
場
、
遊
園
地
等
に
お
け
る
盗
難
等
の
事
故
の

発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
１
号
警
備
業

務
」
と
い
う
。
）

４
講
習
予
定
人
員

１５０名

５
受
講
対
象
者

⑴
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
２３条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
６１年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
日

令
和
３
年
２
月
１５日

（
月
曜
日
）
及
び
同
月
１６日

（
火
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
３８３７）

２１６０

⑶
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

受
講
対
象
者
の
う
ち
１２０名

は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す

る
。

ア
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

イ
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者

７
申
込
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
３
年
３
月
２
日
（
火
曜

日
）
ま
で
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

ア
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

イ
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面

各
１
通

ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
１
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
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前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

ウ
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面

各
１
通

ア
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
３
年
３
月
９
日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
１０日

（
水
曜

日
）
の
２
日
間

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料

４７,０００円

９
問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０

⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３０５号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２２条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
２
年
１０月

９
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
３
年
１
月
１３日

（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
２０日

（
水
曜
日
）

ま
で
の
６
日
間
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
人
若
し
く
は

車
両
の
雑
踏
す
る
場
所
又
は
こ
れ
ら
の
通
行
に
危
険
の
あ
る
場
所

に
お
け
る
負
傷
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を

い
う
。
以
下
「
２
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。
）

４
講
習
予
定
人
員

１００名

５
受
講
対
象
者

⑴
最
近
５
年
間
に
２
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
２
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
２３条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
２
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

２
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
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等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
６１年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
２
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
２
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
２
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
日

令
和
２
年
１２月

７
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
８
日
（
火
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

０３（
３８３７）

２１６０

⑶
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

受
講
対
象
者
の
う
ち
８０名

は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す
る
。

ア
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

イ
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者

７
申
請
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
２
年
１２月

２２日
（
火
曜

日
）
ま
で
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

ア
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

イ
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面

各
１
通

ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
２
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

ウ
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面

各
１
通

ア
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
日

令
和
３
年
１
月
５
日
（
火
曜
日
）
及
び
同
月
６
日
（
水
曜

日
）
の
２
日
間

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料



令和2年10月9日（金曜日）東 京 都 公 報（第17193号） １０
３８,０００円

９
問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０

⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３０６号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２２条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び

機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２

条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
２
年
１０月

９
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
３
年
２
月
８
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
１２日

（
金
曜
日
）

ま
で
の
４
日
間
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２３年

法
律

第
１７８号

）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分

法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
で
定
め
る
警
備
業
務
（
事
務
所
、
住

宅
、
興
行
場
、
駐
車
場
、
遊
園
地
等
に
お
け
る
盗
難
等
の
事
故
の

発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
を
い
う
。
以
下
「
１
号
警
備
業

務
」
と
い
う
。
）

４
講
習
予
定
人
員

１４０名

５
受
講
対
象
者

法
第
２
条
第
１
項
に
定
め
る
警
備
業
務
の
う
ち
、
１
号
警
備
業

務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
２２条

第
２
項
に
規
定
す

る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下
「
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
資
格
者
証
」
と
い
う
。
）
又
は
規
則
第
７
条
第
１
項
に

規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下

「
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の

⑴
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し

て
３
年
以
上
で
あ
る
者

⑵
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１７年

国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
２０号

。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
４

条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
第
２３条

第

４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑶
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業

務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、

当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

⑷
東
京
都
公
安
委
員
会
が
前
⑴
、
⑵
又
は
⑶
に
掲
げ
る
者
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
次
の
者

ア
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員

等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
６１年

国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
第

２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者

イ
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定

（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
２
級
検

定
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検

定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に

従
事
し
て
い
る
も
の

６
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
日

令
和
３
年
１
月
７
日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
８
日
（
金
曜

日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
３８３７）

２１６０

⑶
受
講
対
象
者
の
確
定
方
法

受
講
対
象
者
の
う
ち
１１０名

は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
優
先
す

る
。

ア
現
に
東
京
都
内
に
居
住
す
る
者

イ
現
に
東
京
都
内
に
所
在
す
る
警
備
業
営
業
所
に
属
す
る
者
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７
申
込
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
３
年
１
月
２２日

（
金
曜

日
）
ま
で
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

ア
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

イ
１
号
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
員

指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
写
し
又
は
警
備
員
指
導
教
育

責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
の
写
し

１
通

ウ
前
記
５
の
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次

の
書
面

各
１
通

ア
前
記
５
の
⑴
に
該
当
す
る
者
は
、
１
号
警
備
業
務
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
が
作
成
す
る
書

面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）
及
び

履
歴
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑴
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
を
警
備
業
務
従
事
証
明
書

に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

イ
前
記
５
の
⑵
に
該
当
す
る
者
は
、
１
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し

ウ
前
記
５
の
⑶
に
該
当
す
る
者
は
、
２
級
検
定
に
係
る
合

格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑶
に
掲
げ
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備
業
務

従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
前
記
５
の
⑷
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
１
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し

オ
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
旧
２
級
検
定
の

合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

た
だ
し
、
警
備
業
者
が
既
に
廃
業
し
て
い
る
な
ど
、
警

備
業
務
従
事
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

事
情
を
疎
明
し
た
上
で
、
前
記
５
の
⑷
の
イ
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
及
び
履
歴
書
を
警
備

業
務
従
事
証
明
書
に
代
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

エ
前
６
の
⑶
の
ア
又
は
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
の
書
面

各
１
通

ア
前
６
の
⑶
の
ア
に
該
当
す
る
者
は
、
住
居
地
を
疎
明
す

る
住
民
票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
の
写
し
そ
の
他
の
住
居

地
が
明
ら
か
と
な
る
書
面

イ
前
６
の
⑶
の
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
現
に
属
す
る
営
業

所
の
所
在
地
を
疎
明
す
る
営
業
所
所
属
証
明
書

た
だ
し
、
前
６
の
⑶
の
ア
及
び
イ
に
該
当
す
る
者
は
、
い

ず
れ
か
の
疎
明
す
る
書
面
を
要
し
な
い
。

８
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
２
日
（
火
曜

日
）
の
２
日
間

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料

２３,０００円

９
問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０

⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３０７号

警
備
業
法
（
昭
和
４７年

法
律
第
１１７号

）
第
４２条

第
２
項
第
１
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習

等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
５８年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第

１３条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

令
和
２
年
１０月

９
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

記

１
講
習
の
実
施
期
間
及
び
時
間

令
和
３
年
３
月
２
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
５
日
（
金
曜
日
）

ま
で
の
４
日
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
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講
習
の
実
施
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会
研
修
室

３
講
習
予
定
人
員

４０名

４
受
講
申
出
の
要
領

受
講
申
込
み
に
先
立
っ
て
、
受
講
申
出
を
必
ず
行
う
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
出
は
、
電
話
受
付
の
み
と
し
、
先
着
順
に
よ
り

確
定
す
る
。

⑴
受
講
申
出
の
受
付
期
日

令
和
３
年
１
月
２９日

（
金
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
専
用
電
話

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
３８３７）

２１６０

５
申
込
手
続

⑴
受
付
期
間

電
話
受
付
予
約
終
了
後
か
ら
令
和
３
年
２
月
１２日

（
金
曜

日
）
の
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
申
込
書
類

機
械
警
備
業
務
管
理
者
講
習
受
講
申
込
書

１
通

６
受
講
料
納
入
手
続

⑴
受
講
料
納
入
の
受
付
期
間

令
和
３
年
２
月
２２日

（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
２４日

（
水
曜

日
）
ま
で
の
２
日
間
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２３

年
法
律
第
１７８号

）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
）

⑵
受
付
場
所

台
東
区
東
上
野
一
丁
目
１
番
１２号

栗
橋
ビ
ル

一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

⑶
受
講
手
数
料

３９,０００円

７
問
合
せ
先

⑴
一
般
社
団
法
人
東
京
都
警
備
業
協
会

電
話

０３（
５８１８）

６０７０

⑵
警
視
庁
生
活
安
全
部
生
活
安
全
総
務
課
防
犯
営
業
第
一
係

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
３０３１２

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
３０８号

技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
６
年
国
家
公
安
委
員

会
規
則
第
３
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
条
の
規
定
に
基

づ
き
技
能
検
定
員
審
査
を
実
施
す
る
の
で
、
規
則
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
２
年
１０月

９
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

記

１
審
査
の
種
類

普
通
自
動
車
免
許
技
能
検
定
員
審
査

２
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
資
格

普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許
（
仮
運
転

免
許
を
除
く
。
）
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
で
き
る
者
で
あ
る

こ
と
。

３
審
査
項
目
及
び
審
査
細
目

⑴
技
能
検
定
に
関
す
る
技
能

ア
技
能
検
定
員
と
し
て
必
要
な
自
動
車
の
運
転
技
能

イ
自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能

⑵
技
能
検
定
に
関
す
る
知
識

ア
教
則
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
事
項

イ
自
動
車
教
習
所
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
の
知
識

ウ
技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
知
識

エ
自
動
車
の
運
転
技
能
の
評
価
方
法
に
関
す
る
知
識

４
審
査
細
目
の
免
除

規
則
第
１７条

第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
又
は
附
則
第
３
条
第
１

項
第
１
号
若
し
く
は
第
２
号
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
該
当
す
る
者

５
審
査
の
日
時
及
び
場
所

⑴
日
時

令
和
２
年
１１月

９
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
１３日

（
金
曜

日
）
ま
で
の
間
の
う
ち
、
申
請
書
提
出
時
に
お
い
て
指
定
す
る

日
時

⑵
場
所

警
視
庁
府
中
運
転
免
許
試
験
場
（
府
中
市
多
磨
町
三
丁
目
１

番
地
の
１
）

６
申
請
手
続

⑴
申
請
書
類

ア
申
請
書
（
規
則
別
記
様
式
第
１
号
の
審
査
申
請
書
と
す

る
。
）

イ
写
真
（
申
請
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
３.０セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
の
長
さ
２.４セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）

ウ
審
査
細
目
が
免
除
さ
れ
る
者
は
、
こ
れ
を
証
明
す
る
書
面
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⑵
受
付
日
時

令
和
２
年
１０月

２２日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
２３日

（
金
曜

日
）
の
午
前
９
時
３０分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

⑶
受
付
場
所

警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課
（
府
中
市
多
磨
町
三

丁
目
１
番
地
の
１
）

⑷
申
請
に
関
す
る
注
意
事
項

ア
申
請
書
は
、
警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課
に
お

い
て
、
令
和
２
年
１０月

１２日
（
月
曜
日
）
か
ら
配
布
す
る
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

イ
写
真
は
、
申
請
書
に
貼
り
付
け
る
こ
と
。

ウ
提
出
書
類
は
、
本
人
が
直
接
持
参
す
る
こ
と
。

エ
運
転
免
許
証
を
提
示
す
る
こ
と
。

７
審
査
手
数
料

１９,５００円
。
た
だ
し
、
審
査
細
目
を
免
除
さ
れ
る
者
は
、
警
視

庁
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
１２年

東
京
都
条
例
第
９９号

）
別
表
第

２
１
の
項
備
考
２
に
規
定
す
る
額
を
減
額
す
る
。

８
携
行
品
及
び
服
装

⑴
携
行
品

ア
運
転
免
許
証

イ
筆
記
用
具

ア
黒
色
又
は
青
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

イ
赤
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

⑵
服
装

自
動
車
の
運
転
に
支
障
の
な
い
服
装

９
合
格
証
明
書
の
交
付

合
格
者
に
は
、
規
則
別
記
様
式
第
２
号
の
技
能
検
定
員
審
査
合

格
証
明
書
を
交
付
す
る
。

１０
問
合
せ
先

警
視
庁
運
転
免
許
本
部
運
転
者
教
育
課

電
話

０３（
３５８１）

４３２１
内
線
７２５０―５２６４

公

告

土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
つ
い
て

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
東
京
都
市
計
画
事
業
北
小
岩
一
丁
目
東
部

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
者
江
戸
川
区
代
表
者
江
戸
川
区
長
斉
藤
猛

か
ら
換
地
処
分
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

西
東
京
市
南
町
六
丁
目
千
三
百
八

十
七
番
二
、
同
番
二
地
先
、
同
番

三
、
同
番
十
、
同
番
十
八
、
同
番

十
九
及
び
千
三
百
八
十
八
番
二

西
東
京
市
東
伏
見
三
丁
目
六
番

十
九
号

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
寺

一
裕

小
平
市
仲
町
二
百
六
十
七
番
三

西
東
京
市
芝
久
保
町
四
丁
目
二

十
六
番
三
号

株
式
会
社
東
栄
住
宅

代
表
取
締
役

佐
藤

千
尋

武
蔵
野
市
関
前
二
丁
目
九
百
七
十

八
番
一
及
び
同
番
三

小
平
市
鈴
木
町
一
丁
目
四
百
七

十
五
番
地
一

武
蔵
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

深
松

優

里
山
保
全
地
域
の
区
域
の
拡
張
案
及
び
保
全
計
画
の

変
更
案
に
つ
い
て

東
京
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二

年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十

七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
里
山
保
全
地
域
に

つ
い
て
、
区
域
の
拡
張
案
及
び
保
全
計
画
の
変
更
案
（
当
該
区
域
の

拡
張
部
分
を
含
む
保
全
計
画
の
案
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
次
の

と
お
り
策
定
し
た
の
で
、
同
条
第
十
項
及
び
第
十
八
条
第
四
項
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
条
例
第
十
七
条
第
四
項
並
び
に
東
京
に
お

け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年

東
京
都
規
則
第
三
十
九
号
）
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則

第
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

保
全
地
域
の
区
域
の
拡
張
案

㈠

種
別

里
山
保
全
地
域

㈡

名
称

連
光
寺
・
若
葉
台
里
山
保
全
地
域

㈢

位
置

多
摩
市
の
東
部
に
位
置
す
る
連
光
寺
地
区
及
び
稲
城

市
の
西
部
に
位
置
す
る
若
葉
台
地
区
に
ま
た
が
る
既
指
定
地
に

隣
接
す
る
地
域

㈣

拡
張
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

別
表
及
び
別
図
一
に
示

す
区
域

㈤

拡
張
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
面
積

一
万
六
千
三
百
七
十
一
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平
方
メ
ー
ト
ル

二

保
全
計
画
の
変
更
案
の
概
要

㈠

自
然
の
概
況
及
び
特
質

当
区
域
は
、
多
摩
丘
陵
の
北
部
に
位
置
し
、
多
摩
川
の
支
流

に
当
た
る
谷
戸
川
水
系
の
流
域
に
含
ま
れ
る
。
多
摩
丘
陵
の
北

部
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
多
摩
地
区
で
進
め
ら
れ
た
新
住
宅

市
街
地
開
発
事
業
（
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
）
に
よ
っ
て
宅

地
化
が
進
み
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

当
区
域
の
位
置
す
る
都
道
百
三
十
七
号
線
の
東
側
の
一
部
は
、

新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
対
象
か
ら
外
れ
た
場
所
に
当
た
り
、

現
在
で
も
樹
林
地
、
耕
作
地
、
休
耕
地
の
湿
地
等
が
残
存
す
る

場
所
と
な
っ
て
い
る
。

当
区
域
の
谷
戸
及
び
樹
林
地
に
は
、
植
物
の
タ
マ
ノ
カ
ン
ア

オ
イ
、
ギ
ン
ラ
ン
、
キ
ン
ラ
ン
、
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
、
ア
マ
ド

コ
ロ
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
等
が
分
布
し
、
谷
戸
の
湿
地
は
エ

ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
、
昆
虫
類
の
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
及
び
キ
イ
ロ

ジ
ョ
ウ
カ
イ
、
魚
類
の
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、
底
生
動
物
の
マ
メ

シ
ジ
ミ
類
及
び
ヤ
マ
サ
ナ
エ
等
希
少
な
動
植
物
が
残
存
す
る
場

所
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
谷
戸
の
湿
地
で
は
、
キ
バ
サ
ナ
ギ

ガ
イ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
（
環
境
省
）
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
（
東
京

都
）
）
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
環
境

省
）
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
東
京
都
）
）
及
び
ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ

（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
環
境
省
）
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
（
東
京

都
）
）
が
非
常
に
高
い
密
度
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
陸
産
及
び

け

淡
水
産
の
貝
類
の
生
息
地
と
し
て
は
、
都
内
唯
一
の
稀
有
な
湿

地
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
谷
戸
の
水
域
で
は
、
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
点
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
水
域

の
外
来
種
が
少
な
い
こ
と
が
、
生
物
多
様
性
及
び
か
つ
て
の
多

摩
丘
陵
の
生
物
相
が
保
全
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

当
区
域
の
谷
戸
は
、
湿
地
の
集
水
域
を
構
成
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
南
西
部
は
、
主
に
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
湿
地
へ

か
ん

の
水
源
涵
養
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

㈡

自
然
の
保
護
と
回
復
の
た
め
の
方
針

高
密
度
に
生
息
す
る
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ

ギ
ガ
イ
及
び
ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ
を
含
む
淡
水
産
及
び
陸
産
貝
類

の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
多
摩
丘
陵

の
里
山
環
境
を
保
全
し
て
い
く
。

ま
た
、
野
生
動
植
物
保
護
地
区
を
指
定
し
、
希
少
な
動
植
物

を
は
じ
め
と
し
た
里
山
環
境
の
生
物
相
を
保
全
す
る
等
生
物
多

様
性
に
資
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

ア

希
少
な
生
物
の
保
全

キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ミ
ズ
コ

ハ
ク
ガ
イ
等
の
貝
類
の
生
息
環
境
で
あ
る
谷
戸
の
湿
地
は
、

研
究
者
と
の
連
携
を
維
持
し
、
継
続
的
に
観
測
を
行
い
な
が

ら
保
全
す
る
。

イ

水
辺
性
の
里
山
環
境
の
保
全

多
摩
丘
陵
の
里
山
環
境
に
み
ら
れ
る
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ

ガ
エ
ル
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、
エ
ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
等
の

生
息
・
生
育
環
境
保
全
の
た
め
、
適
切
な
管
理
と
継
続
的
な

観
測
を
行
い
な
が
ら
保
全
す
る
。

ウ

里
山
環
境
の
保
全

周
辺
の
樹
林
環
境
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
、
多
摩
丘
陵
に

お
い
て
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
里
山
環
境

を
保
全
す
る
。

タ
マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
キ
ン
ラ
ン
、
ア
マ
ド
コ
ロ
、
キ
ツ

ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
等
が
生
育
す
る
樹
林
の
適
切
な
管
理
と
継
続

的
な
観
測
を
行
い
な
が
ら
保
全
す
る
。
植
栽
地
等
は
、
計
画

的
に
コ
ナ
ラ
及
び
ク
ヌ
ギ
が
優
占
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
の
形

成
を
図
る
。

ま
た
、
現
状
の
草
地
環
境
も
保
全
す
る
。

エ

農
地
の
保
全

里
山
環
境
の
一
部
を
構
成
す
る
農
地
の
保
全
を
図
り
、
湿

か
ん

地
へ
の
水
源
涵
養
機
能
そ
の
他
の
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様

な
機
能
の
保
全
を
図
る
。

農
地
は
、
基
本
的
に
地
権
者
及
び
農
地
利
用
者
が
継
続
し

て
営
農
す
る
。
営
農
に
際
し
て
は
、
里
山
環
境
保
全
の
視
点

か
ら
、
農
薬
等
の
使
用
を
控
え
る
等
の
ル
ー
ル
や
、
草
刈
り

等
の
日
常
の
管
理
作
業
に
係
る
ル
ー
ル
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
積
極
的
に
営
農
に
参
加

し
、
協
力
で
き
る
よ
う
な
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
協

働
関
係
を
形
成
す
る
。

㈢

自
然
の
保
護
と
回
復
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
事
項

条
例
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
、
土
地
の
形
質
の
変
更
、
土
石

の
採
取
、
木
竹
の
伐
採
等
の
規
制
を
行
う
。

な
お
、
本
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
保
全
事
業
に
つ
い
て

は
、
規
制
の
対
象
と
し
な
い
。

人
の
立
入
り
か
ら
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
、
湿
地
部
を
歩

く
経
路
を
定
め
る
等
の
対
策
を
と
る
。

㈣

植
生
管
理
に
関
す
る
事
項

当
区
域
を
保
全
し
、
利
活
用
し
て
い
く
に
当
た
り
、
植
生
の

現
状
を
把
握
し
た
。
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こ
れ
を
踏
ま
え
、
㈡
の
方
針
に
基
づ
き
、
区
域
ご
と
に
目
標

植
生
及
び
植
生
の
管
理
方
針
を
定
め
た
。
こ
れ
に
従
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
地
形
、
土
壌
、
目
標
と
す
る
景
観
又
は
生
物
環

境
の
特
性
及
び
利
活
用
の
計
画
を
考
慮
し
な
が
ら
、
具
体
的
な

管
理
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
の
具
体
化
さ
れ
た
管
理
方
針
に
基
づ
き
、
樹
林
管
理
（
皆

か

伐
、
除
伐
、
下
草
刈
り
、
落
葉
掻
き
等
）
及
び
湿
地
管
理
（
草

刈
り
、
水
量
調
整
、
水
田
耕
作
等
）
を
都
民
と
協
働
し
な
が
ら

継
続
的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
耕
作
地
及
び
果
樹
園
に
つ
い
て
は
現
状
の
耕
作
を
継

続
す
る
。
当
該
管
理
の
作
業
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に

観
測
し
、
植
生
管
理
に
活
用
し
て
い
く
。

ア

里
山
環
境
保
全
エ
リ
ア

ア

コ
ナ
ラ
林

林
床
の
注
目
す
べ
き
種
を
保
全
す
る
た
め
、
林
床
の
下

刈
り
を
冬
季
（
十
二
月
及
び
一
月
）
に
実
施
す
る
。
林
床

植
物
や
低
木
が
繁
茂
し
て
い
る
場
所
は
、
夏
季
（
七
月
）

に
実
施
す
る
。
下
刈
り
を
す
る
場
合
は
、
タ
マ
ノ
カ
ン
ア

オ
イ
へ
の
影
響
が
な
い
様
に
、
必
要
な
場
所
で
は
目
印
を

つ
け
る
等
の
配
慮
を
行
う
。

林
縁
や
宅
地
等
に
近
い
場
所
に
は
、
ヤ
ブ
を
残
す
場
所

も
設
定
す
る
。

長
期
的
に
は
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
皆
伐
に
よ
る
森
林

の
更
新
を
図
る
。

イ

湿
地
環
境
保
全
エ
リ
ア
（
野
生
動
植
物
保
護
地
区
）

ア

コ
ナ
ラ
林

必
要
に
応
じ
裾
刈
り
や
間
伐
を
行
う
。
樹
林
と
湿
地
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

イ

マ
ダ
ケ－

ハ
チ
ク
林

現
状
の
竹
林
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
一
平
方
メ

ー
ト
ル
に
一
、
二
本
の
密
度
に
す
る
。
若
い
竹
を
残
す
よ

う
に
し
、
若
い
竹
林
を
維
持
す
る
。

湿
地
の
下
流
部
の
竹
林
は
、
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
湿
性
林

に
転
換
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
等
の
生
息
環
境
と
し
て
住
宅

地
か
ら
の
光
を
遮
る
緩
衝
帯
と
し
て
の
役
割
を
検
討
す
る
。

ウ

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林

現
状
の
竹
林
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
三
平
方
メ

ー
ト
ル
に
一
、
二
本
程
度
の
密
度
に
す
る
。
若
い
竹
を
残

す
よ
う
に
し
、
若
い
竹
林
を
維
持
す
る
。

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
は
根
が
浅
く
、
斜
面
崩
壊
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
急
傾
斜
地
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
は
、
深
根

性
の
常
緑
樹
に
少
し
ず
つ
転
換
す
る
。

エ

荒
地
雑
草
群
落

水
田
環
境
に
依
存
す
る
生
物
の
保
全
を
目
的
と
し
た
耕

う
ん耘
を
行
い
、
湿
地
化
を
図
る
。

湿
地
に
隣
接
す
る
た
め
、
年
に
二
、
三
回
程
度
刈
取
り

を
行
い
、
背
丈
が
高
く
な
ら
な
い
草
地
環
境
を
維
持
す
る
。

オ

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
群
落

現
状
の
群
落
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

カ

ヨ
シ
群
落

基
本
的
に
は
手
を
加
え
な
い
。

ヤ
ナ
ギ
類
な
ど
の
木
本
類
が
侵
入
し
た
場
合
は
、
蒸
散

量
を
抑
え
る
目
的
か
ら
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
伐
採
す
る
。

貝
類
を
継
続
的
に
観
測
し
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
風
通
し
を
良
く
す
る
等
の
対
策
を
適
宜
行
い
、
順

応
的
な
管
理
を
行
う
。

キ

ガ
マ
群
落

基
本
的
に
は
手
を
加
え
な
い
。

ヤ
ナ
ギ
類
な
ど
の
木
本
類
が
侵
入
し
た
場
合
は
、
蒸
散

量
を
抑
え
る
目
的
か
ら
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
伐
採
す
る
。

貝
類
を
継
続
的
に
観
測
し
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

ク

キ
シ
ョ
ウ
ブ
群
落

複
数
年
か
け
て
キ
シ
ョ
ウ
ブ
を
除
去
し
、
低
茎
の
湿
性

草
地
へ
の
移
行
を
図
る
。

ヨ
シ
、
ガ
マ
等
の
高
茎
湿
性
草
地
が
拡
大
す
る
場
合
は
、

広
が
り
過
ぎ
な
い
よ
う
状
況
を
見
な
が
ら
適
宜
除
去
す
る
。

貝
類
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
順
応
的
な
管
理

を
行
う
。

ケ

ミ
ゾ
ソ
バ
群
落

谷
中
央
部
か
ら
上
流
部
に
か
け
て
は
、
ヨ
シ
、
ガ
マ
等

の
高
茎
草
地
化
を
図
る
。
し
か
し
、
広
が
り
過
ぎ
な
い
よ

う
状
況
を
見
な
が
ら
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
的
に
耕

う
ん耘
す
る
な
ど
の
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

コ

エ
ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
群
落

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
的
に
耕

う
ん耘

す
る
な
ど
の
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

サ

セ
リ
群
落

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
水
路
に
落
ち
葉
な
ど
が
堆
積

か

し
た
場
合
な
ど
に
は
掻
き
取
り
、
湿
潤
な
状
態
を
維
持
す

る
。

シ

水
田
環
境

カ
エ
ル
類
や
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
等
の
水
田
環
境
に
依
存
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け
い

す
る
生
物
の
保
全
を
目
的
と
し
た
水
田
耕
作
を
行
い
、
畦

畔
植
生
の
回
復
を
図
る
。

水
田
環
境
の
状
況
を
見
な
が
ら
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

ス

開
放
水
面

現
状
を
見
守
り
な
が
ら
、
堆
積
物
が
多
い
場
所
の
泥
を

寄
せ
る
な
ど
の
、
順
応
的
な
管
理
を
行
う
。

流
水
箇
所
に
つ
い
て
は
、
生
物
や
水
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
現
状
を
維
持
す
る
。

セ

野
生
動
植
物
保
護
地
区
の
管
理
方
針

キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ミ
ズ

コ
ハ
ク
ガ
イ
、
ヒ
メ
ア
カ
ネ
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
ホ
ト
ケ

ド
ジ
ョ
ウ
、
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
等
の
希
少
種
が
生
息
す
る
湿

地
全
域
を
一
つ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
ユ
ニ
ッ
ト
（
動
植
物
の
生

息
空
間
）
と
し
て
捉
え
、
一
体
的
な
管
理
を
行
う
。

湿
地
の
外
周
部
に
柵
を
設
け
、
閉
鎖
管
理
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
希
少
種
の
持
ち
去
り
行
為
や
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

（
地
区
へ
の
過
剰
な
立
入
り
）
を
防
ぐ
。

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
外
来
種
の
侵
入
に
備
え
、
湿

地
の
観
測
を
継
続
的
に
行
い
、
外
来
種
を
確
認
し
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
排
除
す
る
。

開
放
水
面
に
つ
い
て
は
、
堆
積
物
が
見
ら
れ
た
場
合
に

泥
を
寄
せ
る
な
ど
し
、
現
状
を
維
持
す
る
。
ホ
ト
ケ
ド
ジ

ョ
ウ
の
見
ら
れ
る
水
の
流
れ
に
つ
い
て
も
堆
積
に
よ
る
せ

き
止
め
が
見
ら
れ
た
場
合
に
速
や
か
に
原
状
復
旧
等
を
行

う
。

う
ん

荒
地
雑
草
群
落
を
耕
耘
し
、
湿
性
草
地
と
し
て
湿
地
化

す
る
等
、
湿
地
部
の
乾
燥
化
を
防
ぐ
。

外
周
樹
林
の
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
林
縁
の
日

当
た
り
に
配
慮
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
ヒ
メ
ア
カ
ネ
等
が

生
息
す
る
日
陰
の
湿
地
を
維
持
す
る
。

カ
エ
ル
類
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
等
の
生
息
す
る
水
田
環

境
を
保
全
す
る
た
め
の
耕
作
等
を
行
う
。

ウ

農
地
環
境
エ
リ
ア

一

ア

コ
ナ
ラ
林

農
地
に
隣
接
す
る
樹
林
地
の
林
床
は
、
明
る
い
林
床
を

維
持
す
る
た
め
、
冬
季
（
十
二
月
及
び
一
月
）
に
下
刈
り

を
行
う
。

ま
た
、
耕
作
地
が
日
陰
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
裾
刈
り

や
間
伐
を
行
う
。

イ

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林

農
地
に
隣
接
す
る
竹
林
は
、
竹
林
の
密
度
を
三
平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
一
、
二
本
程
度
に
伐
採
す
る
。
伐
採
は
、

夏
季
（
八
月
及
び
九
月
）
に
行
う
の
が
効
果
的
で
あ
る
。

ま
た
、
耕
作
地
が
日
陰
に
な
っ
た
り
、
竹
林
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
裾
刈
り
や
間
伐
を
行
う
。

ウ

畑
地

基
本
的
に
地
権
者
や
耕
作
者
の
意
向
に
沿
っ
て
、
営
農

を
継
続
す
る
が
、
保
全
地
域
の
主
旨
と
し
て
、
自
然
環
境

を
保
全
す
る
目
的
か
ら
、
農
薬
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、

極
力
控
え
る
よ
う
に
協
力
を
得
る
よ
う
に
す
る
。

都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
耕
作
に
協
力
し
、
自
然
環
境
保

全
の
た
め
の
農
地
保
全
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

エ

果
樹
園

基
本
的
に
地
権
者
や
耕
作
者
の
意
向
に
沿
っ
て
、
営
農

を
継
続
す
る
が
、
保
全
地
域
の
主
旨
と
し
て
、
自
然
環
境

を
保
全
す
る
目
的
か
ら
、
農
薬
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、

極
力
控
え
る
よ
う
に
協
力
を
得
る
よ
う
に
す
る
。

都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
耕
作
に
協
力
し
、
自
然
環
境
保

全
の
た
め
の
農
地
保
全
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

オ

ス
ス
キ
群
落

ス
ス
キ
群
落
と
し
て
管
理
し
な
が
ら
、
将
来
は
農
地
へ

の
転
換
を
検
討
す
る
。

カ

荒
地
雑
草
群
落

耕
作
地
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の

幅
で
年
に
二
、
三
回
程
度
刈
り
取
り
を
行
い
、
背
丈
が
高

く
な
ら
な
い
草
地
環
境
を
維
持
す
る
。

そ
の
他
の
地
域
で
は
、
年
に
一
回
程
度
（
二
月
）
刈
り

取
り
を
行
い
、
ス
ス
キ
草
地
等
の
高
茎
草
地
の
環
境
を
維

持
す
る
。

エ

農
地
環
境
エ
リ
ア

二

ア

コ
ナ
ラ
林

耕
作
地
へ
の
日
照
等
に
配
慮
し
て
樹
林
地
を
管
理
す
る
。

イ

マ
ダ
ケ－

ハ
チ
ク
林

隣
接
す
る
屋
敷
裏
の
谷
地
形
は
、
斜
面
崩
壊
、
土
砂
流

出
等
を
防
ぐ
た
め
、
現
状
の
竹
林
を
維
持
す
る
。
一
平
方

メ
ー
ト
ル
に
一
、
二
本
の
密
度
に
す
る
。
若
い
竹
を
残
す

よ
う
に
し
、
若
い
竹
林
を
維
持
す
る
。

竹
を
伐
採
し
、
低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
を
形
成
し
、

か
ん

水
源
涵
養
の
役
割
と
、
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
。
低

茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、
三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、

冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程
度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

竹
を
伐
採
し
、
低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維

持
し
な
が
ら
、
将
来
は
農
地
へ
の
転
換
を
検
討
す
る
。
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草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

竹
を
伐
採
し
、
農
地
に
転
換
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

周
辺
の
果
樹
園
と
同
様
に
、
果
樹
園
と
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
。

ウ

ス
ス
キ
群
落

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
に
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

エ

荒
地
雑
草
群
落

平
坦
地
は
、
農
地
に
転
換
す
る
。
斜
面
地
や
作
業
道
な

ど
は
低
茎
草
地
と
し
て
維
持
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
に
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

オ

ク
ズ
群
落

農
地
に
転
換
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
周
辺
の
果
樹

園
と
同
様
に
、
果
樹
園
と
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

カ

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
群
落

平
坦
地
は
農
地
に
転
換
す
る
。
斜
面
地
や
作
業
道
な
ど

は
低
茎
草
地
と
し
て
維
持
す
る
。

キ

外
来
雑
草
群
落

か
ん

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
を
形
成
し
、
水
源
涵
養
の

役
割
と
、
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
。
低
茎
草
地
で
は
、

年
に
二
、
三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）

に
一
回
程
度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
に
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

平
坦
地
は
、
農
地
に
転
換
す
る
。
斜
面
地
や
作
業
道
な

ど
は
低
茎
草
地
と
し
て
維
持
す
る
。

農
作
業
や
環
境
学
習
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
と
な

る
施
設
の
整
備
や
低
茎
草
地
等
の
維
持
を
行
う
。

施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
雨
水
の
浸
透
に
配
慮
す
る
。

ク

畑
地
及
び
果
樹
園

現
状
を
維
持
す
る
。

ケ

緑
の
多
い
住
宅
地

低
茎
や
高
茎
の
多
様
な
草
地
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
は
農
地
へ
の
転
換
を
検
討
す
る
。

草
地
を
維
持
す
る
期
間
は
、
低
茎
草
地
で
は
、
年
に
二
、

三
回
程
度
、
高
茎
草
地
で
は
、
冬
季
（
二
月
）
に
一
回
程

度
の
刈
り
取
り
を
行
う
。

オ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

一

コ
ナ
ラ
林

林
床
を
明
る
く
す
る
区
域
、
鳥
類
等
の
繁
殖
地
と
し
て
ヤ

ブ
を
残
す
区
域
等
の
区
域
を
設
定
し
た
管
理
を
行
う
。
林
床

を
明
る
く
す
る
区
域
で
は
、
夏
季
（
七
月
）
と
冬
季
（
十
二

月
及
び
一
月
）
に
下
刈
り
を
実
施
す
る
。
ヤ
ブ
を
残
す
区
域

で
は
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
密
生
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
様
子

を
見
な
が
ら
二
年
か
ら
三
年
に
一
回
冬
季
に
下
刈
り
を
行
う

等
の
対
応
を
検
討
す
る
。
高
木
に
つ
い
て
は
、
密
生
す
る
場

所
で
は
間
伐
を
行
う
。

カ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

二

ア

コ
ナ
ラ
林

林
床
を
明
る
く
す
る
区
域
、
鳥
類
等
の
繁
殖
地
と
し
て

ヤ
ブ
を
残
す
区
域
等
の
区
域
を
設
定
し
た
管
理
を
行
う
。

林
床
を
明
る
く
す
る
区
域
で
は
、
夏
季
（
七
月
）
と
冬
季

（
十
二
月
及
び
一
月
）
に
下
刈
り
を
実
施
す
る
。
ヤ
ブ
を

残
す
区
域
で
は
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
密
生
し
す
ぎ
な
い
よ

う
に
、
様
子
を
見
な
が
ら
二
年
か
ら
三
年
に
一
回
冬
季
に

下
刈
り
を
行
う
等
の
対
応
を
検
討
す
る
。
高
木
に
つ
い
て

は
、
密
生
す
る
場
所
で
は
間
伐
を
行
う
。

イ

植
栽
樹
林

間
伐
と
下
刈
り
を
行
い
、
コ
ナ
ラ
林
へ
移
行
す
る
。
ス

ス
キ
群
落
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
ス
ス
キ
群
落
の
ま
と

ま
り
を
考
慮
し
、
一
部
を
ス
ス
キ
群
落
等
に
草
地
化
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
。

ウ

低
木
植
栽

道
路
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
サ
ツ
キ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る

現
状
を
維
持
す
る
。

エ

ス
ス
キ
群
落

ス
ス
キ
群
落
、
荒
地
雑
草
群
落
（
低
茎
草
地
）
の
区
域

を
設
定
し
て
管
理
す
る
。
ス
ス
キ
群
落
は
年
に
一
回
程
度

（
二
月
）
刈
り
取
り
を
行
い
、
ス
ス
キ
草
地
等
の
高
茎
草
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地
の
環
境
を
維
持
す
る
。

荒
地
雑
草
群
落
（
低
茎
草
地
）
は
、
年
に
二
、
三
回
程

度
刈
り
取
り
、
背
丈
が
高
く
な
ら
な
い
草
地
環
境
を
維
持

す
る
。

植
栽
樹
林
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
植
栽
樹
林
の
ま
と

ま
り
を
考
慮
し
、
群
落
の
一
部
を
コ
ナ
ラ
林
へ
移
行
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

オ

荒
地
雑
草
群
落

天
王
森
公
園
に
隣
接
す
る
場
所
で
は
、
年
に
二
、
三
回

程
度
刈
り
取
り
を
行
い
、
背
丈
が
高
く
な
ら
な
い
草
地
環

境
（
低
茎
草
地
）
を
維
持
す
る
。

ス
ス
キ
群
落
に
隣
接
す
る
場
所
は
、
状
況
に
応
じ
て
、

ス
ス
キ
群
落
と
す
る
か
、
低
茎
草
地
を
広
げ
る
か
を
検
討

す
る
。

㈤

施
設
に
関
す
る
事
項

農
作
業
、
環
境
学
習
、
体
験
活
動
等
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

地
域
内
に
ト
イ
レ
、
休
憩
場
所
等
の
活
動
拠
点
施
設
や
活
動
で

使
用
す
る
機
材
を
収
納
す
る
倉
庫
等
の
施
設
を
必
要
に
応
じ
て

設
置
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
保
全
地
域
の
活
用
を
図
り
、
環
境
学
習
を
促

進
す
る
た
め
に
案
内
板
、
解
説
板
等
を
、
地
域
に
生
息
・
生
育

す
る
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
に
制
札
板
、
人
の
立
入
り
を
制

限
す
る
柵
等
を
設
置
す
る
。

㈥

保
全
地
域
の
活
用
そ
の
他
の
運
営
に
関
す
る
事
項

㈡
の
方
針
に
基
づ
き
、
植
生
管
理
、
施
設
の
整
備
、
保
全
地

域
の
活
用
等
の
保
全
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
専
門
家
、
地
域
住
民
、
多
摩
市
、
稲
城
市
、
東
京
都
等

で
構
成
す
る
協
議
の
場
を
定
期
的
に
設
け
る
。

ま
た
、
都
民
と
協
働
し
て
次
の
よ
う
に
利
活
用
す
る
。

ア

森
林
部
分
に
お
い
て
は
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の

保
全
を
目
的
と
し
、
都
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
除

間
伐
、
下
刈
り
等
を
行
い
、
樹
林
環
境
管
理
を
行
う
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
発
生
し
た
材
は
、
可
能
な
限
り
資
源

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
。

イ

谷
戸
部
の
一
部
は
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境

の
保
全
を
目
的
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、
利
用
を
制
限
す
る
。

ま
た
、
多
摩
丘
陵
に
お
い
て
里
山
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き

た
自
然
環
境
が
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
回
復
を
図
る
た
め
、
草
刈
り
、

水
田
耕
作
等
を
行
う
。
そ
れ
ら
の
作
業
に
際
し
て
は
、
希
少

な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
環

境
学
習
又
は
体
験
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

ウ

耕
作
地
（
民
有
地
）
は
、
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

環
境
学
習
又
は
体
験
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

耕
作
地
（
公
有
地
）
は
、
都
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
団

体
、
近
隣
の
住
民
団
体
そ
の
他
の
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に

よ
り
、
農
作
業
の
場
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
環
境
学
習
や

体
験
活
動
等
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

エ

ア
か
ら
ウ
ま
で
の
活
用
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
等

が
必
要
な
人
材
又
は
資
機
材
を
提
供
す
る
な
ど
の
社
会
貢
献

活
動
を
行
う
場
と
し
て
の
活
用
も
検
討
す
る
。

オ

希
少
な
動
植
物
や
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
資
す
る
研
究

等
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

㈦

野
生
動
植
物
保
護
地
区
の
指
定
に
関
す
る
事
項

貝
類
の
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
及
び

ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
な
湿
地
の
生
物
を
保

護
す
る
た
め
、
条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

連
光
寺
・
若
葉
台
里
山
保
全
地
域
の
谷
戸
部
の
一
部
を
野
生
動

植
物
保
護
地
区
に
指
定
す
る
。

ア

指
定
区
域

連
光
寺
・
若
葉
台
里
山
保
全
地
域
の
谷
戸
部

の
一
部
（
別
図
二
に
示
す
区
域
）

イ

指
定
区
域
の
面
積

〇
・
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

ウ

保
護
す
べ
き
野
生
動
物
の
種
類

条
例
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
野
生
動
植
物

保
護
地
区
内
に
生
息
す
る
次
に
掲
げ
る
動
物
を
、
捕
獲
し
、

若
し
く
は
殺
傷
し
、
又
は
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷
し
て
は

な
ら
な
い
。

両
生
類

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、
シ

ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
そ
の
他
の
両
生
類
全
種

（
外
来
種
を
除
く
。
）

魚

類

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ

昆
虫
類

ヒ
メ
ア
カ
ネ
及
び
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

貝

類

キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
、
ナ
タ
ネ
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ

及
び
ミ
ズ
コ
ハ
ク
ガ
イ

㈧

区
域
別
保
全
・
利
活
用
の
方
針

ア

里
山
環
境
保
全
エ
リ
ア

ア

現
況
の
自
然
特
性

コ
ナ
ラ
、
シ
デ
類
及
び
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
優
占
し
、
低
木

に
は
常
緑
広
葉
樹
が
見
ら
れ
る
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
っ
て

い
る
。

林
床
に
は
タ
マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
キ
ン
ラ
ン
、
サ
サ
バ

ギ
ン
ラ
ン
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
等
が
生
育
す
る
。
一
部
に
は
ア

ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
繁
茂
す
る
。

ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
や
キ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
ア
カ
シ
ジ
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ミ
等
も
生
息
す
る
。

イ

保
全
の
方
針

落
葉
広
葉
樹
林
の
保
全
及
び
当
該
区
域
の
里
山
環
境
の

保
全
を
目
標
と
し
た
、
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
林
の
回
復
を
図

る
。ク

ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
等
に
依
存
す
る
生
物
の
生
息
・
生
育

空
間
の
保
全
及
び
回
復
を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

基
本
的
に
樹
林
地
の
管
理
と
継
続
的
な
観
測
を
行
う
。

コ
ナ
ラ
林
は
、
豊
か
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
に

な
る
よ
う
に
手
入
れ
す
る
。

イ

湿
地
環
境
保
全
エ
リ
ア

ア

現
況
の
自
然
特
性

谷
戸
の
下
流
部
は
、
水
際
の
樹
林
地
に
覆
わ
れ
、
や
や

薄
暗
い
環
境
を
呈
し
て
い
る
。
谷
底
面
に
は
ミ
ゾ
ソ
バ
群

落
及
び
キ
シ
ョ
ウ
ブ
群
落
が
分
布
し
、
一
部
に
や
や
乾
燥

化
し
た
荒
地
雑
草
群
落
や
竹
林
等
が
分
布
す
る
。
ヒ
メ
ア

カ
ネ
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
等
や
や
薄
暗
い
環
境
を
選
好
す
る

種
類
が
見
ら
れ
る
。

谷
戸
上
流
部
か
ら
中
流
部
で
は
、
谷
底
面
に
は
ヨ
シ
、

ガ
マ
群
落
や
エ
ゾ
ノ
サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
群
落
が
分
布
す
る
。

希
少
な
貝
類
が
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
場
所
で
、
キ
ン
ヒ

バ
リ
、
キ
イ
ロ
ジ
ョ
ウ
カ
イ
等
が
見
ら
れ
る
。

最
上
流
部
は
、
現
在
は
ガ
マ
群
落
や
ヨ
シ
群
落
と
な
っ

て
い
る
が
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
水
田
環
境
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
ア
カ
ガ
エ
ル
類
及
び
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ

ル
の
産
卵
場
所
並
び
に
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
の
繁
殖
地
と
な

っ
て
お
り
、
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ
等
が
見
ら
れ
る
。

イ

保
全
の
方
針

柵
の
設
置
等
を
行
い
、
希
少
種
の
保
全
を
行
う
。

希
少
な
貝
類
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。
特
に
水
環
境

の
維
持
と
外
来
種
対
策
を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
等

に
つ
い
て
は
継
続
的
な
監
視
を
実
施
し
、
侵
入
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
駆
除
す
る
。

日
陰
の
湿
地
を
部
分
的
に
維
持
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、

ヒ
メ
ア
カ
ネ
等
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。

水
田
環
境
の
復
元
に
よ
る
里
山
景
観
と
、
カ
エ
ル
類
や

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
水
田
環
境
の
多
様
な

生
物
相
を
保
全
す
る
。

ま
た
、
そ
の
多
様
な
生
物
相
を
保
全
す
る
た
め
、
生
息

が
確
認
さ
れ
て
い
る
外
来
種
の
ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
を
行

う
。周

辺
の
樹
林
や
竹
林
は
適
切
に
空
間
を
管
理
し
、
湿
地

へ
の
拡
大
を
抑
制
す
る
。

コ
ク
ラ
ン
の
生
育
環
境
を
保
全
す
る
。

キ
シ
ョ
ウ
ブ
に
つ
い
て
は
、
湿
地
に
生
息
す
る
動
物
へ

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
複
数
年
か
け
て
除
去
し
、
主
に

低
茎
の
水
生
草
地
へ
の
移
行
を
図
る
。う

ん

湿
地
内
の
荒
地
雑
草
群
落
は
、
耕
耘
を
行
い
、
湿
地
化

を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

基
本
的
に
立
入
り
を
制
限
し
、
立
入
り
は
湿
地
の
管
理

と
継
続
的
な
観
測
等
の
機
会
に
限
定
す
る
。

湿
地
の
管
理
手
法
と
し
て
、
伝
統
的
な
水
田
管
理
の
手

法
を
用
い
る
。
管
理
の
体
制
や
影
響
の
程
度
を
見
極
め
な

が
ら
、
当
区
域
の
希
少
性
と
価
値
を
周
知
す
る
た
め
の
限

定
的
な
活
用
を
検
討
す
る
。

ウ

農
地
環
境
エ
リ
ア

一

ア

現
況
の
自
然
特
性

か
ん

谷
戸
の
集
水
域
に
位
置
し
、
水
源
涵
養
の
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
里
山
の
様
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

放
棄
地
や
果
樹
園
の
草
地
に
は
ク
ル
マ
バ
ッ
タ
、
シ
ョ

ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
モ
ド
キ
等
が
生
息
す
る
。

イ

保
全
の
方
針

か
ん

水
源
涵
養
の
機
能
を
保
全
す
る
。

農
地
と
草
地
環
境
を
保
全
す
る
。

現
状
の
営
農
者
を
尊
重
し
つ
つ
、
農
薬
の
使
用
、
施
肥

及
び
草
刈
り
の
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
等
の
協
力
を
得
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

基
本
的
に
、
現
在
の
営
農
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

営
農
者
及
び
地
権
者
と
の
協
議
を
行
い
、
環
境
学
習
や

体
験
活
動
等
の
場
と
し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
。

草
地
環
境
の
維
持
管
理
を
通
し
て
、
当
該
区
域
の
希
少

性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す

る
。

エ

農
地
環
境
エ
リ
ア

二

ア

現
況
の
自
然
特
性

か
ん

谷
戸
の
集
水
域
に
位
置
し
、
水
源
涵
養
の
役
割
を
担
う
。

指
定
時
は
、
里
山
の
様
な
景
観
を
形
成
し
て
い
た
が
、
拡

張
時
に
は
休
耕
地
や
竹
林
が
分
布
す
る
。

休
耕
地
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
オ
オ
ア
レ
チ
ノ

ギ
ク
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
等
の
外
来
雑
草
群
落
や
低
茎

の
荒
地
雑
草
群
落
が
分
布
す
る
。
竹
林
は
、
マ
ダ
ケ
が
優

占
し
、
屋
敷
林
等
に
も
侵
入
し
拡
大
し
て
い
る
。
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イ

保
全
の
方
針

か
ん

水
源
涵
養
の
機
能
を
保
全
す
る
た
め
に
、
農
地
や
草
地

環
境
等
と
し
て
維
持
管
理
す
る
。

農
地
と
し
て
利
用
を
開
始
す
る
ま
で
は
、
草
刈
り
を
行

い
、
草
地
環
境
を
維
持
す
る
。

竹
林
は
、
拡
大
を
抑
え
、
一
部
を
草
地
に
転
換
し
、
生

物
の
多
様
性
を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

農
作
業
の
場
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
環
境
学
習
や
体

験
活
動
等
の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

草
地
環
境
の
維
持
管
理
を
通
し
て
、
当
該
地
域
の
希
少

性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す

る
。

オ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

一

ア

現
況
の
自
然
特
性

コ
ナ
ラ
、
シ
デ
類
及
び
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
優
占
し
、
低
木

に
は
常
緑
広
葉
樹
が
見
ら
れ
る
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
っ
て

い
る
。

林
床
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
が
繁
茂
す
る
が
、

尾
根
道
脇
に
ア
マ
ド
コ
ロ
、
樹
林
地
の
裾
に
キ
ン
ラ
ン
等

が
見
ら
れ
る
。

イ

保
全
の
方
針

落
葉
広
葉
樹
林
の
保
全
及
び
当
該
区
域
の
里
山
環
境
の

保
全
を
目
標
と
し
た
、
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
林
の
回
復
を
図

る
。ク

ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
等
に
依
存
す
る
生
物
の
生
息
・
生
育

空
間
の
保
全
及
び
回
復
を
図
る
。

ウ

利
活
用
の
方
針

当
該
区
域
の
希
少
性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習

の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

カ

里
山
環
境
回
復
エ
リ
ア

二

ア

現
況
の
自
然
特
性

コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
が
植
栽
さ
れ
て
高
木
林
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
ス
ス
キ
草
地
が
分
布
す
る
。
草
地
環
境

に
は
、
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
モ
ド
キ
等
が
生
息
す
る
。

イ

保
全
の
方
針

落
葉
広
葉
樹
林
の
保
全
及
び
当
該
区
域
の
里
山
環
境
の

保
全
を
目
標
と
し
た
、
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
林
の
回
復
を
図

る
。ク

ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
等
に
依
存
す
る
生
物
の
生
息
・
生
育

空
間
の
保
全
及
び
回
復
を
図
る
。

草
地
環
境
の
維
持
及
び
管
理
を
行
う
。

ウ

利
活
用
の
方
針

当
該
区
域
の
希
少
性
及
び
価
値
を
周
知
し
、
環
境
学
習

の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

三

里
山
保
全
地
域
の
区
域
の
拡
張
案
及
び
保
全
計
画
の
変
更
案
の

縦
覧

㈠

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま

で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例

第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。
）

㈡

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後

一
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

縦
覧
の
場
所

ア

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

イ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

ウ

多
摩
市
環
境
部
公
園
緑
地
課

多
摩
市
関
戸
六
丁
目
十
二
番
地
一

エ

稲
城
市
都
市
建
設
部
土
木
課

稲
城
市
東
長
沼
二
千
百
十
一
番
地

四

意
見
書
の
提
出

㈠

里
山
保
全
地
域
の
区
域
の
拡
張
案
及
び
保
全
計
画
の
変
更
案

に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
当
該
地
域
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

㈡

意
見
書
に
は
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
氏
名
及
び
住
所
を
記
載

す
る
こ
と
。

㈢

意
見
書
の
提
出
先

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎

十
九
階

別
表多

摩
市
連
光
寺
六
丁
目
十
一
番
一
、
十
二
番
三
、
十
二
番
五
か
ら

十
二
番
九
ま
で
、
十
二
番
十
一
か
ら
十
二
番
十
三
ま
で
、
十
二
番
十

五
、
十
二
番
十
六
、
十
六
番
九
、
十
七
番
二
、
十
七
番
四
、
十
七
番

七
及
び
十
七
番
八
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産
業
労
働

局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
）

に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
二
年
十
月
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

堀
之
内
セ
ン
タ
ー
商
業
ビ
ル

二

店
舗
所
在
地

八
王
子
市
別
所
二
丁
目
一
番
地
二

三

設
置
者
名

新
都
市
セ
ン
タ
ー
開
発
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

多
摩
市
鶴
牧
一
丁
目
二
十
四
番
地
一

五

変
更
前
の
設
置
者
の

代
表
者
名

嶋
田

征
次

六

変
更
後
の
設
置
者
の

代
表
者
名

関
口

律

七

変
更
前
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
三
和
ほ
か
十
二
名

八

変
更
後
の
小
売
業
者

の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
三
和
ほ
か
十
二
名

九

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
三
和
ほ
か
五
名

十

変
更
前
の
小
売
業
者

の
住
所

町
田
市
森
野
五
丁
目
十
八
番
二
号
（
株

式
会
社
三
和
）
ほ
か

十
一

変
更
後
の
小
売
業

者
の
住
所

町
田
市
金
森
四
丁
目
一
番
二
号
（
株
式

会
社
三
和
）
ほ
か

十
二

変
更
前
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

小
山

克
己
（
株
式
会
社
三
和
）
ほ
か

十
三

変
更
後
の
小
売
業

者
の
代
表
者
名

小
山

真
（
株
式
会
社
三
和
）
ほ
か

十
四

変
更
日

令
和
二
年
七
月
三
日
ほ
か

十
五

届
出
日

令
和
二
年
九
月
七
日

十
六

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
七

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
令
和
三
年
二

月
九
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休

日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都

条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
八

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
東
久
留
米

二

店
舗
所
在
地

東
久
留
米
市
上
の
原
二
丁
目
三
百
三
十

三
番
三

三

設
置
者
名

株
式
会
社
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀
行

四

設
置
者
住
所

港
区
西
新
橋
一
丁
目
三
番
一
号

五

変
更
前
の
設
置
者
の

代
表
者
名

野
田

浩
一

六

変
更
後
の
設
置
者
の

代
表
者
名

荻
野

浩
三

七

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
チ
ヨ
ダ

八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

澤
木

祥
二

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

杉
山

忠
雄

十

変
更
日

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日
ほ
か

十
一

届
出
日

令
和
二
年
九
月
十
日

十
二

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
三

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
令
和
三
年
二

月
九
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休

日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都

条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
四

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
八
王
子
大
船

二

店
舗
所
在
地

八
王
子
市
大
船
町
千
九
番
地

三

設
置
者
名

芙
蓉
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

千
代
田
区
麴
町
五
丁
目
一
番
地
一

五

変
更
前
の
設
置
者
住

所

千
代
田
区
神
田
三
崎
町
三
丁
目
三
番
二

十
三
号

六

変
更
後
の
設
置
者
住

所

千
代
田
区
麴
町
五
丁
目
一
番
地
一

七

変
更
日

令
和
二
年
六
月
一
日

八

届
出
日

令
和
二
年
九
月
十
日

九

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）
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十

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
令
和
三
年
二

月
九
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休

日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都

条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
一

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

一

店
舗
名

イ
ー
ア
ス
高
尾

二

店
舗
所
在
地

八
王
子
市
東
浅
川
町
五
百
五
十
番
地
一

三

設
置
者
名

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
三
丁
目
三
番

五
号

五

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
三
和
ほ
か
六
名

六

変
更
前
の
小
売
業
者

の
住
所

町
田
市
森
野
五
丁
目
十
八
番
二
号
（
株

式
会
社
三
和
）

七

変
更
後
の
小
売
業
者

の
住
所

町
田
市
金
森
四
丁
目
一
番
二
号
（
株
式

会
社
三
和
）

八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

小
山

克
己
（
株
式
会
社
三
和
）
ほ
か

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

小
山

真
（
株
式
会
社
三
和
）
ほ
か

十

変
更
日

令
和
二
年
五
月
十
五
日
ほ
か

十
一

届
出
日

令
和
二
年
九
月
十
日

十
二

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
三

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
令
和
三
年
二

月
九
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休

日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都

条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

十
四

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
意
見
の
概
要
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店
舗
の
届
出
の
公
告
に
係
る

意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の

と
お
り
意
見
の
概
要
を
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

（
仮
称
）
日
立
自
動
車
教
習
所
跡
地
計
画

二

店
舗
所
在
地

小
平
市
上
水
本
町
四
丁
目
千
四
百
八
十
番
一

ほ
か

三

設
置
者
名

大
和
情
報
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

四

意
見
書

ア

提
出
者
及
び

住
所

学
校

小
平
市

イ

概
要

日
立
自
動
車
教
習
所
跡
地
に
大
規
模
小
売
店

舗
が
建
設
さ
れ
る
が
、
自
動
車
の
来
店
経
路

が
商
品
搬
入
車
も
含
め
て
北
側
の
五
日
市
街

道
か
ら
の
導
入
の
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
生
活
環
境
の
悪
化
を
危
惧
し
て
お
り
、

安
全
確
保
の
た
め
の
人
的
配
置
を
要
望
す
る
。

人
的
配
置
場
所
と
し
て
、
小
平
市
上
水
本
町

四
丁
目
付
近
の
二
か
所
を
要
望
す
る
。

ウ

収
受
日

令
和
二
年
九
月
七
日

五

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興

課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号
）

六

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
同
年
十
一
月
九
日

ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る

条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に

定
め
る
休
日
を
除
く
。

七

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま

で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を

除
く
。

東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
の
変
更
届
出
に

つ
い
て

東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
規
程
（
平
成
十
三
年
東
京
都

下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都

指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
規
程
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

一

事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
事
業
者

受
理
年

月
日

指
定
番
号

商
号
又
は

名
称

新
事
業
所

所
在
地

旧
事
業
所

所
在
地

令
和
二

年
七
月

二
十
二

日

四
五
六
四

有
限
会
社

明
秀
設
備

足
立
区
東
和

五
丁
目
九
番

六
号

港
区
高
輪
二

丁
目
十
六
番

三
十
四－

六

〇
三
号

同
日

五
一
五
一

株
式
会
社

ラ
イ
フ
ィ

ッ
ト

足
立
区
本
木

二
丁
目
二
十

二
番
一
号

葛
飾
区
東
金

町
五
丁
目
三

十
九
番
七
号

小
泉
マ
ン

シ
ョ
ン
一
〇

一

令
和
二

年
七
月

二
十
八

日

五
六
一
三

株
式
会
社

ブ
レ
イ
ブ

足
立
区
保
木

間
三
丁
目
三

十
三
番
五
号

ミ
ツ
エ
イ

ハ
イ
ツ
一
〇

一
号
室

足
立
区
一
ツ

家
一
丁
目
二

十
番
十
六
号
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二

代
表
者
を
変
更
し
た
事
業
者

受
理
年

月
日

指
定
番
号

商
号
又
は

名
称

新
代
表
者
名

旧
代
表
者
名

令
和
二

年
七
月

二
日

二
九
六
一

株
式
会
社

創
進
設
備

長
澤
良
太
郎

田
邉

定
治

同
日

一
二
四
一

株
式
会
社

ク
リ
マ
テ

ッ
ク

前
原

邦
彦

西
田

文
明

令
和
二

年
七
月

七
日

二
八
二
八

日
本
メ
ッ

ク
ス
株
式

会
社

臼
井

賢

今
泉

正
義

同
月
八

日

五
四
七
九

株
式
会
社

さ
く
ら
ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ

田
山

賢
司

鍋
田

航

同
月
九

日

二
七
四
〇

三
光
熱
学

株
式
会
社

鈴
木

守

鈴
木

茂

同
月
十

六
日

四
三
四
五

株
式
会
社

佐
藤
開
発

佐
藤

勝
幸

佐
藤

勝
英

同
月
十

七
日

五
四
三
六

シ
ナ
ネ
ン

株
式
会
社

安
田

貴
志

三
枝
木
俊
美

同
月
二

十
二
日

二
七
七
〇

日
本
総
合

住
生
活
株

式
会
社
東

京
支
社

内
田

寛

帆
刈

均

同
月
二

十
七
日

四
〇
六
一

株
式
会
社

エ
ム
・
テ

イ
・
テ
イ

安
藤

吉
信

瓦
葺

一
利

同
月
二

十
八
日

五
四
九
一

株
式
会
社

オ
ー
バ
ス

境
田

輝
男

馬
場
功
次
郎

同
月
三

十
日

五
二
八
九

株
式
会
社

ラ
イ
ク
ス

世
田
谷
営

業
所

金
子

忠

中
平
田

誠

東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て

東
京
都
下
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
条
例
第
八
十
九

号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者

を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
の
で
、
東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業

者
規
程
（
平
成
十
三
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
号
）
第
七

条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

一

指
定
し
た
事
業
者

指
定
番
号

商
号
又
は

名
称

代
表
者

事
業
所
所
在
地

五
六
九
三

サ
ン
エ
ー

ビ
ル
ド
シ

ス
テ
ム
株

式
会
社

山
本

弘
子

葛
飾
区
堀
切
一
丁
目
八

番
四
号

五
六
九
四

株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｒ

山
下

福
美

西
東
京
市
栄
町
二
丁
目

十
番
二
号

三
〇
九
号

室

五
六
九
五

株
式
会
社

原
島
工
業

原
島

栄
造

八
王
子
市
川
口
町
千
四

百
八
十
九
番
地
四

五
六
九
六

株
式
会
社

田
島

田
島

裕
之

立
川
市
柴
崎
町
六
丁
目

十
八
番
十
号

五
六
九
七

ベ
ス
ト
住

設
株
式
会

社

伊
勢

将
司

足
立
区
江
北
二
丁
目
二

十
九
番
十
五
号

五
六
九
八

田
中
和
則

田
中

和
則

杉
並
区
荻
窪
四
丁
目
二

十
五
番
六
号

二

指
定
年
月
日

令
和
二
年
七
月
十
五
日
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